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今
年
四
月
に
永
眠
さ
れ
た
元
緑

町
議
会
議
員
・
西
川
貞
一
氏
に

「
旭
日
単
光
章
」
が
授
与
さ
れ
、
七

月
二
十
八
日
、
金
山
町
長
か
ら
ご

遺
族
に
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
川
氏
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
、

広
田
村
議
会
議
員
に
当
選
、
昭
和

三
十
年
二
月
ま
で
三
年
十
ヵ
月
間

在
職
。
ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
七

月
か
ら
緑
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、

以
来
昭
和
四
十
四
年
七
月
ま
で
の

永
き
に
わ
た
り
、
議
会
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
十
一
日
、
三
原
郡
内
最
初

の
ト
ン
ネ
ル
と
な
る
オ
ニ
オ
ン
ロ

ー
ド
の
「
中
筋
ト
ン
ネ
ル
」
で
ト
ン

ネ
ル
見
学
会
が
開
か
れ
、夏
休
み
の

小
学
生
や
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。現
在
、
ト
ン
ネ
ル
は

約
六
十
メ
ー

ト
ル
（
全
長
百
二
十
二
メ
ー

ト
ル

）ま

で
掘
っ
て
お
り
、工
事
は
二
十
四
時

間
体
制
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ロ
ー
ド
ヘ
ッ
ダ
ー
」
や
「
ブ

レ
イ
カ
ー
」
な
ど
の
大
型
重
機
の

実
演
を
見
学
し
、
子
供
た
ち
は
目

を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
五
日
、
広
田
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
広
田
小
・
中
学
校

体
育
館
で
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、第
3
回
地
区

対
抗
ソ
フ
ト
ア
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
ペ
タ
ン
ク
大
会

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝
　
ボ
ン
ボ
ン

〈
ト
リ
プ
ル
ス
〉

優
勝
　
リ
ー
ゼ
ン
ト

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
　
井
元
　
保
さ
ん（
市
場
）

○
ソ
フ
ト
ア
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

優
勝
　
不
藤
チ
ー
ム

故
西
川
貞
一
氏
に
勲
七
等

中
筋
ト
ン
ネ
ル
見
学
会

各
種
ス
ポ
ー
ツ
結
果

s
賞
状
を
受
け
取
る
ご
遺
族

s
熱
心
に
ト
ン
ネ
ル
内
を
見
学

七
月
三
十
一
日
、
第
十
五
回
世

界
少
年
野
球
大
会
兵
庫
大
会
が
開

催
さ
れ
、そ
れ
に
伴
い
八
月
二
日
、

県
立
淡
路
佐
野
運
動
公
園
で
広
田

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
中
華
人
民
共

和
国
チ
ー
ム
と
交
流
試
合
を
行
い

ま
し
た
。
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
、
白
熱
し
た
試
合
を
演
じ

ま
し
た
が
、
体
格
差
も
あ
り
、
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
十
九
カ
国
、約
七
百
四
十
名

の
少
年
少
女
が
参
加
し
ま
し
た
。

野
球
を
通
じ
て
国
際
交
流

そ
の
年
の
災
厄
払
い

に
行
わ
れ
る「
夏
越
せ
」

（
ち
の
輪
く
ぐ
り
）
が
、

広
田
蛭
子
神
社
で
七
月

三
十
一
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
あ
い
に
く

の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
熱
湯
に
浸
し
た

サ
サ
の
葉
を
勢
い
よ
く

振
り
回
す
湯
立
て
も
、

無
事
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

夏
越
せ
ま
つ
り

s
広
田
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
と
中
華
人
民
共
和

国
チ
ー
ム
の
熱
戦

▲勢いよくササを振る湯立て

公共下水道工事のお知らせ 

問い合わせ  役場上下水道課・児玉裕仁 145-1767

公共下水道工事のお知らせ 公共下水道工事のお知らせ 

工 事 名  特定環境保全公共下水道事業 
 洲本西淡・八幡・岡線管渠布設工事 
工事場所 川向地区 
 （左図の緑色に着色した道路など） 
工事期間 平成16年7月29日～平成17年3月25日 
施工業者 淡路土建（株） 

　平成16年度の公共下水道（汚水管）工事を引
き続き実施いたします。 
　工事中、住民の皆様方にはご迷惑をおかけい
たしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

　工事中は、町道などの一部通行
止めによる、迂回路通行などでご迷
惑をおかけいたしますが、ご協力を
お願いいたします。 

　兵庫県では、体外受精および顕微受精（特定不妊治療）
を指定医療機関で受けられたご夫婦に対し経済的な負
担の軽減を図るため、治療費助成事業を始めました。 

　※申請は、原則として治療を終了した日から3ヵ月以内
としますが、すでに6月末までに終了された方については、
10月末まで申請を受け付けます。 

対　　象 

受付期間 

問い合わせ 

平成16年4月1日以降に該当する治療を始めた方 

8月2日から受け付けをしています 

三原健康福祉事務所・健康課152－0099

｛ 
｛ 
｛ 

　フローラすもと、フローラほくだんで障害児短期入所
のサービスが始まりました。 

○問い合わせ 
　障害者生活支援センター　フローラすもと　122－5444 
　　　　　　　　　　　　フローラほくだん182－3251

8月1日から利用を開始しています 

○利用手続き 

○費　　　用 

直接お電話ください。 

支援費制度の説明など相談に応じます。 

○受付時間など 
フローラすもと 日中（午前9時～午後6時）のみ 

フローラほくだん 日中（午前9時～午後6時）と宿泊 

扶養義務者の所得に応じ市町が負担額を
決めます。 
その他食事代などの実費を負担していた
だきます。 


